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５ 将来的なICT利活用のあり方について 
 

 4 章では、2010 年までの利活用促進を念頭において、現在の高齢者を取り巻く ICT 利活

用環境を前提としたユーザビリティ向上のための配慮事項をまとめました。現状の利用形態

においては、多くの場合、ユーザが一定の利用意向をもち、必要とされるスキルを身に付け

ることを前提としています。したがって、既存の ICT 機器やサービスの利活用促進のため

には、高齢者の特性に配慮した「操作性」の向上や、「誘引性」による魅力の創造と伝達、

環境支援性による地域における学習支援やサポートなどが配慮事項として求められていま

す。こうした 2010 年までの利活用促進方策の延長上には、「操作が容易な ICT 機器やサー

ビスを、自分にとって有用と感じられる目的を持って、必要に応じて周囲の支援を受けなが

ら主体的に使いこなしている」高齢者像を描くことができます。このような高齢者像の個々

の意向やスキルに応じた様々な利活用場面を実現するために、操作性、誘引性、環境支援性

のさらなる充実が求められます。 
 

一方、2010 年以降の中長期的な将来像を描くとき、ICT 技術や環境の変化に伴う ICT
機器・サービスの進化や新たな ICT 機器・サービスの登場により、現在の利活用環境

にとらわれない新しい利用形態や、生活の中での ICT との新しい関わり方を想定すること

ができます。 
その１つの方向性として、ICT 機器利用に対する意欲やスキルの有無や高低によらず、誰

もが生活の中で自然に ICT と関わるという利用像が考えられます。特に、一定の利用意向

とスキルを持って主体的に利用することを望まない高齢者や、それが困難である高齢者にと

っては、こうした利用形態が ICT 利活用の重要な手段となります。 
このような『生活の中に溶け込んだ ICT 機器・サービス』すなわち ICT の存在を意識し

たり特別な操作をしたりすることなく、誰もが自然に ICT を利活用できるような機器やサ

ービスの開発・整備を目指すことは有意義であると考えられます。例えば、センサー技術や

ネットワーク技術、情報処理技術等の発展、高度化によって、ユーザが主体的な意図をもっ

て操作を行うことなく、生活場面に埋め込まれた ICT がユーザの生活を見守り、快適な生

活を支援するといった、ICT との関わり方が想定されます。あるいは、ユーザインタフェー

ス技術の高度化により、パソコンのような特定の機器の複雑な操作スキルを身に付ける必要

がなく、例えば、扉を開ける、取り出す、声をかけるといった日常的な行為の延長として、

身の回りの道具や環境とインタラクションすることにより ICT を利活用できるようになる

ことも期待されます。 
 
 図表８は、将来の高齢者の生活の質を向上させる ICT 機器・サービスのあり方に関する

有識者の意見をとりまとめたものです。ICT の利活用による高齢者の生活の質の向上として

は、「情報提供や判断支援などにより利便性を高める」「感情に働きかけ心豊かな生活を支え
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る」「安全・安心を提供する」といった側面が考えられます。また、それを実現するための

サービスや機器のあり方としては、主に「家電の高度化」「センサー技術の応用」「携帯端末

の応用」などの方向が考えられます。ここに示したサービス例や利活用促進のための要件は、

あくまでも一例として挙げられたものですが、今後はこのような観点から、高齢者の生活に

溶け込み、それぞれの生活の質を向上させる ICT 機器・サービスの実現に向けて、さらな

る検討と研究開発の進展が期待されます。 

 
 

利便性の向上

【想定されるサービス例】
•外出先から電灯や空調の消し忘れをチェックし、忘れている
場合には消したり、帰宅前につけたりすることができる。
•冷蔵庫が中に入っている食物の成分を自動判定して「食べご
ろですよ」などと冷蔵庫の表示板やテレビに表示する。

心豊かな生活

【想定されるサービス例】
•遠くに住んでいる家族や友人の気配や感情が、さりげなく伝え
られる。

•複雑な機器の操作や接続、設定をすることなく、日常的な道
具を使って、遠くに住んでいる家族や友人と会話や手紙、写真
の交換などのコミュニケーションができる。
・好きな俳優の名前を言うと、出演作がリストアップされる。

見たい映画を選んですぐに鑑賞できる。

安全・安心

【想定されるサービス例】
•日常の動作から、健康状態が自動的に収集・分析され診断
結果が蓄積される。
•自分の健康状態や安否を常に家族やかかりつけ医が把握
していてくれる。
•必要な場合に現在位置を確認し、本人や家族に伝達する。
•介護中の親を自宅に残して外出するとき、留守中の親の様
子を見守り、何かあったときには即座に連絡がくる。

家電の高度化

【利活用促進のための想定される要件】
•高齢者にとってなじみのある家電であること
•特別な動作や複雑な操作を求めないこと
•端末となる家電の間で操作方法や動作が統
一され、機能が連携されていること など

家電の高度化

【利活用促進のための想定される要件】
•高齢者にとってなじみのある家電であること
•特別な動作や複雑な操作を求めないこと
•端末となる家電の間で操作方法や動作が統
一され、機能が連携されていること など

センサー・通信技術の応用

【利活用促進のための想定される要件】
•プライバシーに配慮し、常にセンサーに監視
されて いるような意識を持たせないこと

•受け手側が知りたいことを、適切なタイミン
グで、適 度な情報量や表現方法で伝えてく

れること など

センサー・通信技術の応用

【利活用促進のための想定される要件】
•プライバシーに配慮し、常にセンサーに監視
されて いるような意識を持たせないこと

•受け手側が知りたいことを、適切なタイミン
グで、適 度な情報量や表現方法で伝えてく

れること など

携帯端末の応用
【利活用促進のための想定される要件】
•携帯することが負担とならないこと
•端末のインタフェースが高齢者にとってなじみ
やすく、操作しやすいこと
•特別な操作をしなくても、必要に応じて自動的
に情報の取得や発信を行うこと
•必要な情報を取捨選択して伝達すること など

携帯端末の応用
【利活用促進のための想定される要件】
•携帯することが負担とならないこと
•端末のインタフェースが高齢者にとってなじみ
やすく、操作しやすいこと
•特別な操作をしなくても、必要に応じて自動的
に情報の取得や発信を行うこと
•必要な情報を取捨選択して伝達すること など

生活の質の向上

ICT機器・サービス開発の方向  

 

図表 ８ 高齢者の生活の質を向上させる今後の ICT 機器・サービスのあり方（有識者意見） 

 


